
発言順位７    ２３番 高 梨 俊 弘  議員 （一問一答）

１ 地域公共交通の充実を 

(1) 東海道線の袋井駅と磐田駅間に２０２０年春開業予定の「御厨（みくり

や）」駅には、計画では、「エレベーター」は設置されるものの、「エスカ

レーター」については検討されていない。（仮）磐田新駅周辺地域におけ

る公共交通に関するアンケート調査では、（仮）磐田新駅の自由通路に望

まれる施設は「エスカレーター」が６３．８％と最も多い結果であった。

地域の住民からは「エスカレーター」の要望が多いことから設置を検討す

べきだと考えるが見解を伺う。 

(2) 令和元年度第１回磐田市地域公共交通会議が開催され、遠州鉄道路線バ

スの退出について協議され、デマンド型乗合タクシー「お助け号」の利用

状況等について報告された。 

① 遠州鉄道路線バスの退出についての協議内容と今後の市の対応につい

て伺う。 

② デマンド型乗合タクシーの利用促進や利用者の立場に立った充実策を

伺う。 

③ 新駅へのバス路線については市民の関心が高い。どのように協議され

ているのか伺う。 

(3) （仮称）磐田市文化会館がアミューズ豊田南側の敷地に建設される予定

である。計画段階から交通アクセスの問題が指摘されている。新たなバス

路線についてどこまで協議されているのか伺う。 



２ 行政の諸課題 

(1) 高齢者は、文化施設、スポーツ施設、社会教育施設、地域集会施設等を

利用し、自らの健康の増進や社会参加をすすめている。消費税の増税に伴

い、施設の使用料の引き上げが行われようとしている中で高齢者への施設

利用に対する減免を求める声が大きくなっている。現状は、高齢者の施設 

利用においての減免については施設利用というサービスの受益を受けてい

る人と受けていない人との負担の公平性を確保することが必要ということ 

で減免については行ってはいない。しかし、高齢者が社会活動や学習活動

を通じて心の豊かさや生きがいを充足させることになると考える。認知症 

予防にもつながる高齢者の社会参加を進めるためにも高齢者の施設利用に

おいての減免について見解を伺う。 

(2) 現在、市営住宅の入居には連帯保証人が２人必要である。しかし、核家 

族化の進行などにより家族関係や血縁関係が希薄化し、連帯保証人を確保 

できないことによって市営住宅の入居を辞退せざるを得ないという状況が

ある。連帯保証人を必要としないよう見直すべきであると考える。見解を 

伺う。 

(3) 白血病であることを告白した競泳・池江璃花子選手に対して多くの人々

からの激励が寄せられ、骨髄バンクへの関心も高くなっている。白血病な

どの病気は毎年６，０００人ぐらい発病し、そのうち約２，５００人が骨

髄移植を望んでいる。しかし、実際に提供を受けられる方は約６割程度に

留まっている。このような現状から一人でも多くの患者が移植を受けられ

るように、自治体では骨髄ドナー登録の推進を目的として、ドナーの負担

を軽減するために、助成金を交付しているところもある。全国で２０１９

年は５月１５日現在で３８都府県、４７１市区町村がドナー助成制度を行

っている。県内では、静岡市、清水町、富士市、富士宮市が行っている。 

① 市内の白血病などの患者、ドナー登録者の現状について伺う。 

② ドナー助成制度創設について見解を伺う。 

(4) 選挙年齢が１８歳以上に引き下げられ若者の政治参加が期待されている。 

  また、高齢者が安心して投票できる投票所の環境整備も課題になっている。 

① 選挙において、立候補者の経歴・政策を紹介する選挙管理委員会発行



の選挙公報は自治体や関連施設、新聞折り込みなどを利用した紙面とし

て有権者に配布されてきた。最近では選挙管理委員会のホームページに

選挙公報をウェブに掲載している自治体も増えている。先の県議会議員

選挙でも行われている。磐田市でのホームページでの選挙公報の掲載状

況と今後の課題について伺う。 

② 高齢者が安心して投票できるよう、バリアフリー化などの投票所環境

の向上について見解を伺う。 

③ 公選法の改正で駅やショッピングセンターなどでも投票できるように

なった。今後の取り組みについて伺う。 

 ④ 期日前投票の開始と終了時刻は、各自治体の判断で６時半から２２時

まで拡大できる。見解を伺う。 

(5) 整備される前のＪＲ磐田駅北口広場には、堂山古墳から出土した「鞆（と

も）の埴輪」を形どった「ともはにわの碑」があった。この石碑は、４世 

紀から５世紀にかけ栄えていたことを示す古墳が多数点在する磐田の象徴 

として、旧磐田市制２０周年を記念し建立されたとのことである。現在こ

の石碑は、庁舎の東側にひっそりと置かれている。この石碑は、新駅がで

きた時に移動すると聞いているが、今後の取り扱いについて伺う。 



３ まちづくり 

(1) 平成３０年３月に磐田市民文化会館跡地及び今之浦市有地等利活用基本 

方針が示されて以降、今之浦公園及び今之浦市有地についての利活用基本 

方針がとりまとめられている。市民文化会館跡地については、パブリック 

コメントでの意見を参考にしながら、利活用の基本方針の策定を進めてい 

く予定であるとのことである。しかし、市民には検討している様子が見え 

てこないというのが現状である。 

① 基本方針はどこまで検討されているのか伺う。 

  ② 課題や問題点があるのか伺う。 

  ③ 今後の見通しと財源についてどのように考えているのか伺う。 

④ 必要に応じて、地元自治会や関係団体への説明を行うとのことである

が、現状での取り組みについて伺う。 


